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『災害に備えて』 砂防講演会を開催！

本講演会は、土砂災害の恐ろしさや土砂災害の防止、砂防事業の必要性・重要性について、地域の皆様に理解を深めていただくことを目的
として開催しているものです。今年は、立山砂防直轄100年・県営120年を迎える節目にあたり、富山県土木部参事・砂防課長の
松本直樹氏より富山県営砂防施設の紹介や世界文化遺産登録にむけた取り組み、立山砂防事務所長の小竹利明氏より最新の施工技術や
重要文化財の保存活用計画（案）について講演をいただきました。
富山平野の安全・安心な暮らしを守るため、立山砂防が果たしてきた役割を振り返りつつ、これからの立山砂防を考えるとともに、土砂災害の

恐ろしさ、土砂災害への備えを再認識する機会となりました。

日時 ： 令和８年６月７日（日） １０：５０～１１：５０

場所 : オークスカナルパークホテル富山

主催 ： 国土交通省立山砂防事務所
 立山砂防女性サロンの会

砂 防 講 演 会

■プログラム

挨   拶 立山砂防事務所長 小竹 利明 氏

映 像 放 映 「崩れ －大地のいとなみと私たち－ 」

講   演 「明治・大正期の立山砂防」
       講 師 富山県土木部 参事・砂防課長 松本 直樹 氏

講 演 「立山砂防100 年の歴史と現在の取り組み」
  講 師 立山砂防事務所長 小竹 利明 氏

映像
放映

明治・大正期の富山県営砂防施設の歴史や立山砂防の
世界文化遺産登録にむけた最近の取組について
ご講演いただきました。

講演
「明治・大正期の立山砂防」

松本 直樹 氏

「立山砂防100 年の歴史と現在の取り組み」
小竹 利明 氏

砂防事業の歴史や生産性・安全性を向上させるDXの
取組の推進、重要文化財  常願寺川砂防施設の
保存活用計画（案）についてご講演いただきました。

パネル
展示


